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発表 されたM-Wireと呼ばれる新 しいニ ッケルチ
タン合金である。 これは熱処理の行程 を変化 させ
ることによって破折抵抗性を向上 させたことが特
















のみで,そ れに加 えて破折防止のためオ ー トリ
バ ース機能が付いているものが主流であったが,
往復運動機能エ ンジン(往 と復 とで回転角度が異
なる)が 開発され,こ れが1本 のファイルのみで
の根管拡大 を可能にした。 さらに,進 化はとどま
らず,根 管洗浄と上下運動する器械と根管のあら
ゆる形態 に適合す るセル フアジャス トファイル
(sAF)まで開発 され た。 このsAFはこれ まで の
ファイルの概念を転換 させるような発想で作製 さ
れた。#20まで通常のファイルで事前に拡大 して







ので,当 分の間,現 状は今と何 ら変わ りなく,そ








に関す る研究が少 しずつ始ま り,5年 後の1993





次々と販売 され るようになった。ニッケルチ タン
製ファイルは切削効率が悪いため,手 用器具 とし
て臨床で使用す るには時間を要 し,ど うして も回
転切削器具 として使用す るのが望ましい。回転器





が,切 削効率は少 し低下 してもある程度は回転数
でカバーできるので,破 折抵抗性の方が重要視 さ
れた。刃部を回転 させる方向に鋭角または鈍角に
接触 させ るかで切削効率はかな り異なるが,そ れ
ぞれのファイルでいろいろな工夫がなされている。
しか し,多 くの ファイルではコンベックス トライ
アングル と呼ばれている正三角形が膨 らんだ形が
採用 されている。 この形は切削効率 と破折抵抗性
の中間で両方 を備 えてい るか らで ある。刃部の
テーパーも従来のIsO規格外で,　IsO規格の2倍
(ダブル),3倍(トリプル)のものが主流であり,
また一本のファイルで異なるテーパーを組み合わ
せたマルチプルテーパ ーになっているものまで存
在する。使用回数には制限があり,原則 として使
い捨てが望 ましいが,日 本では実情に合わないと
のことでメーカーにより異なるが多くて も5～10
回以内になっており,この ことも破折防止につな
がっている。
　次に根管拡大法 も大 きく変わった。従来の手用
による根管拡大では,彎 曲根管にはステップバ ッ
ク法が薦められて きたが,ニ ッケルチタンロータ
リーファイルではクラウンダウン法が主流である。
